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資料№２-３ 

優良事業場、功労者表彰の受賞者の概要 

 

茨城労働局長 

 

＜優良賞＞ 

〇 事業場 大成
たいせい

建設
けんせつ

株式
かぶしき

会社
かいしゃ

 東京
とうきょう

支店
し て ん

 

ＪＸ金属
きんぞく

 磯原
いそはら

工場
こうじょう

 総合
そうごう

事務
じむ

棟
とう

建設
けんせつ

工事
こうじ

 

所在地 茨城県北茨城市華川町臼場１８７－４ 

業 種 総合工事業 

 ［受賞のポイント］ 

   事業場は、非鉄金属製造事業場内における地上７階建ての総合事務棟の工事現

場である。 

工期は令和３年１月１日から令和４年１月 31 日で、延べ労働者数は 17,621 人

である。 

工事着工以来、全工期（14 万時間）を通じ、無災害を達成した。 

工事の施工計画段階から関係請負先と一体となったリスクアセスメントを実施

し、視覚的に安全に対する意識が向上するよう「墜落制止用器具訓練台」を設け

た訓練等様々な工夫がなされていた。 

また、発注者と合同で安全パトロールを週に２回実施し、新規入場者には独自

作成のポケットブックを配布して教育を行う等活発な活動を行い、作業員末端ま

での周知を図った。 

これらの取組の結果として、全工期を無災害で終えたことは、茨城県内で施工

する工事の中で、安全衛生に関する水準が特に良好で、他の模範となる。 

  

〇 事業場 株式
かぶしき

会社
かいしゃ

竹中工務店
たけなかこうむてん

 東関東
ひがしかんとう

支店
し て ん

 

アイリスオーヤマつくば物流
ぶつりゅう

倉庫
そうこ

新築
しんちく

工事
こうじ

 

所在地 茨城県稲敷郡阿見町星の里２６－２ 

業 種 総合工事業 

［受賞のポイント］ 

事業場は、地上３階建ての民間物流倉庫の新築工事現場である。 

工期は令和３年２月１日から令和３年 11 月 24 日で、延べ労働者数は 12,862 人

である。 

工事着工以来、全工期（10.2 万時間）を通じ、無災害を達成した。 
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工事着手前及び毎日の作業開始前に関係請負先を含めたリスクアセスメントを

実施し、作業・行動・施設機器等の潜在する危険要因を理解し対策を講じた上で

作業を行った。 

現場においては、「赤＝危険」と「青＝安全」の色の使い分けによる視覚的直観

的な安全対策表示や、夏場を中心として飲料の無料自動販売機やスポットクーラ

ーの冷気を浴びることができるクーリングスポット、休憩時間の管理等の積極的

な熱中症対策を行った。 

これらの取組の結果として、全工期を無災害で終えたことは、茨城県内で施工

する工事の中で、安全衛生に関する水準が特に良好で、他の模範となる。 

 

＜奨励賞＞ 

〇 事業場 旭化成
あさひかせい

建材
けんざい

株式
かぶしき

会社
かいしゃ

 ネオマフォーム工場
こうじょう

 

所在地 茨城県猿島郡境町西泉田１４４３－３ 

  業 種 化学工業 

 ［受賞のポイント］ 

事業場は、家屋に使用される断熱材の製造を行っている。 

毎月開催される安全検討会においてリスクアセスメントの見直しを随時行い、

機械設備の改修、新規設置等の本質的安全化を進め、改善を図り、リスクレベル

が高い評価のリスクを全て解消した。 

管理者と労働者等による個別の「Face to Face 面談」により、安全管理に関す

る問題点等を聴取し、高所作業や保護具の使用等危険作業に関する意見を受け、

完全につなげている。 

その他ＬＳＡ浸透活動（ライフセービングアクション 命を守るための禁止行

為の徹底活動）等様々な安全確保対策を積極的に実施しており、地域の中で安全

衛生に関する水準が良好で、他の模範となる。 

〇 事業場 ゼリア新薬
しんやく

工業
こうぎょう

株式
かぶしき

会社
かいしゃ

 筑波
つくば

工場
こうじょう

 

所在地 茨城県牛久市桂町２２００－５ 

  業 種 化学工業 

 ［受賞のポイント］ 

事業場は、栄養ドリンクの他医薬品の製造を行っている。 

労働災害対策が品質確保や生産効率に繋がるとの思想のもと、災害発生リスク

の高い機械を中心に、パトロールやヒヤリハット報告から洗い出しを進め設備的

改善を図っている。また、設備のトラブルがあった際には、臨時のパトロールを

実施し、改善委員会において原因を究明し改善を図っている。 
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   工場内は、全体として自動化が進められ可動部には柵やカバーの設置を徹底す

るとともに開閉部にはインターロックが設置され安全化が図られている。また、

階段や通路にミラーや点滅表示灯を取り付けるなどの激突防止対策が図られ、行

動災害防止に起因する災害対策としても設備改善が図られている。 

これらの取組により、地域の中で安全衛生に関する水準が良好で、他の模範と

なる。 

〇 事業場 鹿島
かしま

南
みなみ

共同
きょうどう

発電
はつでん

株式
かぶしき

会社
かいしゃ

 

所在地 茨城県神栖市東和田３３番地 

  業 種 電気業 

 ［受賞のポイント］ 

事業場は、鹿島臨海工業地帯東部コンビナート南グループに電気、蒸気、純水

を供給する事業を行っている。 

社長方針の重点課題において「無事故・無災害・無公害の達成」を掲げ、具体

的には年間衛生活動スケジュールの中で目標、推進手段を明確にし、計画的かつ

継続的な実施がなされている。 

リスクアセスメントについては「リスクを社員一丸となって抽出する」との目

標を掲げ、実施手法等を明確にした設備・作業リスクアセスメント基準を整備し、

それに基づき実施している。 

行動災害対策として、危険感受性、危険遂行性の要素からなるチェックリスト

に回答し、マッピング化する「ＫＫマッピング」を各自行うことによって、自身

の特質を認識し１人１人が安全行動を考え直す機会としている。 

その他構内下請企業や定期修理工事事業場も含めた作業場の巡視や安全衛生協

会の開催等様々な安全確保対策を積極的に実施しており、地域の中で安全衛生に

関する水準が良好で、他の模範となる。 

〇 事業場 鹿島
かしま

電解
でんかい

株式
かぶしき

会社
かいしゃ

 鹿島
かしま

工場
こうじょう

 

所在地 茨城県神栖市東和田３番地 

  業 種 化学工業 

 ［受賞のポイント］ 

事業場は、苛性ソーダ、塩素の製造を行っている。 

昭和 45 年の創業開始以来、現在まで休業災害が発生していない。 

年度当初の事業場の運営方針で「安全・安定操業の継続」を目標のトップに掲

げ、実施手法を明確化したリスクアセスメント活動基準を整備し、非定常作業を

含めた全ての作業を対象にリスクアセスメントが実施されている。 

グループ会社や構内関係請負先と毎月安全衛生に関して協議する場を設けて安
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全衛生に係る指導や情報共有などを行い、また、構内関係請負先を含めた作業員

全員に「安全ハンドブック」を配布し安全意識の高揚に努めるなど、作業場全体

としての安全衛生意識の高揚に尽力している。 

その他定修工事の際の安全対策等安全確保対策を積極的に実施しており、地域

の中で安全衛生に関する水準が良好で、他の模範となる。 

 

＜功績賞＞ 

〇 氏 名 大藤
だいとう

 博文
ひろぶみ

 

現 職 一般
いっぱん

社団
しゃだん

法人
ほうじん

太田
お お た

労働
ろうどう

基準
きじゅん

協会
きょうかい

 会長
かいちょう

 

  ［受賞のポイント］ 

受賞者は、平成３年以降、一般社団法人太田労働基準協会の理事、常任理事、

副会長、会長の職を歴任し、同協議会の指導的立場にあって、地域の安全衛生水

準の向上発展に多大な貢献をしている。 

 

＜安全衛生推進賞＞ 

〇 氏 名 髙橋
たかはし

 正道
まさみち

 

現 職 水
み

戸
と

地
ち

区
く

プレス災
さい

害
がい

防
ぼう

止
し

協
きょう

議
ぎ

会
かい

 事
じ

務
む

局
きょく

 

  ［受賞のポイント］ 

受賞者は、平成 16 年の幹事就任以降会長代行及び事務局などの主要な役員を

務め、水戸地区プレス災害防止協会の運営に携わり、地域の安全衛生水準の向上

発展に多大な貢献をしている。 

〇 氏 名 飯
いい

島
じま

 洋
よう

一
いち

 

現 職 一
い

般
っぱん

社
しゃ

団
だん

法
ほう

人
じん

土
つち

浦
うら

労
ろう

働
どう

基
き

準
じゅん

協
きょう

会
かい

 安
あん

全
ぜん

衛
えい

生
せい

部
ぶ

会
かい

 副
ふく

部
ぶ

会
かい

長
ちょう

 

  ［受賞のポイント］ 

受賞者は、平成 24 年以降、一般社団法人土浦労働基準協会安全衛生部会の委員

さらに副部会長の職を歴任し、同協会の運営に携わり、地域の安全衛生水準の向

上発展に多大な貢献をしている。 


